
 

 

- 51 - 

 

 

 

 

 

 

 

１ 門真市ＰＴＡ協議会 「セーフティネットワークシステム」運用要綱 ......... 52 

２ 池田市「ANSINメールシステム」～池田かわら版........................... 54 

３ 大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会............................ 56 

 

 

資料編資料編資料編資料編    

 

 

 

 

 

 



- 52 - 

１１１１    門真市ＰＴＡ協議会門真市ＰＴＡ協議会門真市ＰＴＡ協議会門真市ＰＴＡ協議会    「セーフティネットワークシステム」運用要綱「セーフティネットワークシステム」運用要綱「セーフティネットワークシステム」運用要綱「セーフティネットワークシステム」運用要綱    
 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、門真市ＰＴＡ協議会緊急配信システム「セーフティネットワークシステム」（以下「ネッ

トワークシステム」という。）の適切な運用に関して必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 本ネットワークシステムは、門真市ＰＴＡ協議会が、子どもたちの安全を守るため、子どもたちに関す

る情報を提供することを目的とする。 

（管理責任者） 

第３条 門真市ＰＴＡ協議会会長をもって、ネットワークシステム管理責任者（以下「管理責任者」という。）

に充てる。 

２ 管理責任者は、システム管理、運用管理を適切に行うものとする。 

（利用者） 

第４条 利用者は、門真市ＰＴＡ協議会役員、門真市立小・中学校、門真市教育委員会、ネットワークシステム

の利用を希望する門真市小・中学校ＰＴＡ会員等で管理責任者から登録を許可された者（以下「会員」

という。）とする。 

（会員登録） 

第５条 会員になることを希望する者は、必要事項を管理責任者に届け出るものとする。 

２ 管理責任者は、審査のうえで、会員に登録するものとする。 

３ 登録期間は、会員として認められた日から年度末までとする。 

（会員情報の保護） 

第６条 管理責任者は、会員の個人情報の保護に努めなければならない。 

（情報提供） 

第７条 利用者が子どもたちの安全に関わる情報を入手したときは、管理責任者に提供することができるものと

する。 

（配信） 

第８条 管理責任者は、情報の真偽を確認のうえ、関係する利用者に情報を配信する。その際、情報提供者及び

被害者のプライバシーの保護に配慮しなければならない。 

（会員登録の抹消） 

第９条 管理責任者は、次の各号に該当する場合、速やかに会員登録を抹消し、登録データを消去しなければな

らない。 

（１）登録期間の満了した者 

（２）門真市小・中学校ＰＴＡ会員等でなくなった者 

（３）会員登録の抹消を申し出た者 

（４）利用者として、ふさわしくないと判断された者 

（細 目） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。  

 附 則 

この要綱は平成１５年１１月１５日から施行する。   
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門真市ＰＴＡ協議会セーフティネットワークシステム実施要項門真市ＰＴＡ協議会セーフティネットワークシステム実施要項門真市ＰＴＡ協議会セーフティネットワークシステム実施要項門真市ＰＴＡ協議会セーフティネットワークシステム実施要項    

 

１ 趣旨 

この要項は、門真市ＰＴＡ協議会緊急配信システム運用要綱（以下、「運用要綱」と呼ぶ。）に従い、ネッ

トワークシステムの適切な運用実施に関して必要な事項を定める。 

２ 管理 

① ネットワークシステムのシステムの管理は、運用要綱第３条による管理責任者並びに管理責任者より任命さ

れた者により構成する最高管理者と利用者が属する組織の管理者（以下「所属別管理者」という。）が行

う。 

② ネットワークシステムのシステムの保守管理は、ＩＴ推進委員会が行う。 

３ 会員登録・審査 

① 会員になることを希望する者は、必要事項を記入の上、申込用紙を所属管理者に提出する。 

② 所属別管理者は、申込用紙の記入内容及び希望動機が運用要綱第２条の目的に適合していることを審査の上、

最高管理者に申請する。 

③ 最高管理者は総括的な審査の上で会員登録を行い、ＩＤ及びパスワードを発行する。④ 会員は発行された

ＩＤおよびパスワードを自己の責任において適切に管理するものとする。 

４ 会員情報の保護 

最高管理者、所属別管理者及びＩＴ推進委員会は、会員の個人情報の保護に努めなければならない。 

５ 情報提供 

利用者が子どもたちの安全に関わる情報を入手したときは、時間にかかわらず、最高管理者及び所属別管理

者に情報提供を行うことができる。但し、利用者は情報提供を行う際、人権に十分配慮するとともに、次の各号

に該当する内容を提供してはならない。 

① 特定の個人・団体に対する誹謗・中傷及びプライバシーを侵害するもの 

② 青少年が閲覧するにはふさわしくないもの 

③ 法令ならびに公序良俗に反するもの 

④ システムの運用実施に支障をきたすもの  

６ 情報の削除 

最高管理者及び所属別管理者は、利用者から上記に該当する情報が提供されたとき、速やかに校正または削

除を行う。 

７ 配信 

情報の配信においては、運用要綱第８条を遵守の上、次のとおり行う。 

① 最高管理者と所属別管理者は配信の承認を行うにあたり、早急な事実確認の上で、ネットワークにおけるモ

ラルに留意し、速やかな配信を心がけるものとする。 

② 承認・配信を行う時間は午前９時３０分より午後９時までとする。但し、最高管理者が特に緊急と認める情

報についてはこの限りではない。 

８ 会員登録の抹消 

最高管理者と所属別管理者は、運用要綱第９条に該当する場合には、速やかに会員登録を抹消の上、申込書

の破棄および登録データの消去を行う。   
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２２２２    池田市「池田市「池田市「池田市「ANSINANSINANSINANSIN メールシステム」メールシステム」メールシステム」メールシステム」    池田かわら版池田かわら版池田かわら版池田かわら版    
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３３３３    大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会    

３．１３．１３．１３．１    位置づけ位置づけ位置づけ位置づけ    

大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会

【【【【研究内容研究内容研究内容研究内容】】】】

・ＩＴを活用した防犯事例分析・ＩＴを活用した防犯事例分析・ＩＴを活用した防犯事例分析・ＩＴを活用した防犯事例分析

・課題整理・課題整理・課題整理・課題整理

・ＩＴ活用の有効性と期待効果・ＩＴ活用の有効性と期待効果・ＩＴ活用の有効性と期待効果・ＩＴ活用の有効性と期待効果

・ＩＴ活用方策の・ＩＴ活用方策の・ＩＴ活用方策の・ＩＴ活用方策の研究研究研究研究

「安全なまち大阪」「安全なまち大阪」「安全なまち大阪」「安全なまち大阪」

・府民生活の安全性の向上・府民生活の安全性の向上・府民生活の安全性の向上・府民生活の安全性の向上

・大阪の都市魅力の向上・大阪の都市魅力の向上・大阪の都市魅力の向上・大阪の都市魅力の向上

・観光・商業・産業振興、人・事業者・観光・商業・産業振興、人・事業者・観光・商業・産業振興、人・事業者・観光・商業・産業振興、人・事業者

の賑いの賑いの賑いの賑い

・ビジネスモデルの創出・ビジネスモデルの創出・ビジネスモデルの創出・ビジネスモデルの創出

「大阪府安全なまち「大阪府安全なまち「大阪府安全なまち「大阪府安全なまち

づくり推進会議」づくり推進会議」づくり推進会議」づくり推進会議」

（行政（行政（行政（行政､､､､事業者団体事業者団体事業者団体事業者団体､､､､地域団地域団地域団地域団

体）体）体）体）会長：大田知事会長：大田知事会長：大田知事会長：大田知事

大阪府安全なまちづ大阪府安全なまちづ大阪府安全なまちづ大阪府安全なまちづ

くり推進本部くり推進本部くり推進本部くり推進本部

本部長：知事本部長：知事本部長：知事本部長：知事

構成：知事部局・警察本構成：知事部局・警察本構成：知事部局・警察本構成：知事部局・警察本

部・教育委員会部・教育委員会部・教育委員会部・教育委員会

平成平成平成平成16161616年度大阪府安全なま年度大阪府安全なま年度大阪府安全なま年度大阪府安全なま

ちづくり推進事業計画ちづくり推進事業計画ちづくり推進事業計画ちづくり推進事業計画((((案案案案))))

・大阪府安・大阪府安・大阪府安・大阪府安

全な全な全な全なまちづまちづまちづまちづ

くりくりくりくり条例条例条例条例

（平成（平成（平成（平成14

年年年年4月）月）月）月）

・安全防犯・安全防犯・安全防犯・安全防犯

指針指針指針指針

安全なまちづくり安全なまちづくり安全なまちづくり安全なまちづくり

推進協議会推進協議会推進協議会推進協議会

（警察署又は市町村単（警察署又は市町村単（警察署又は市町村単（警察署又は市町村単

位位位位））））市区町村、警察、事市区町村、警察、事市区町村、警察、事市区町村、警察、事

業者、民間ボランティア業者、民間ボランティア業者、民間ボランティア業者、民間ボランティア

団体団体団体団体

【【【【アウトプットアウトプットアウトプットアウトプット】】】】

・ＩＣＴ活用・ＩＣＴ活用・ＩＣＴ活用・ＩＣＴ活用

ハンドブックハンドブックハンドブックハンドブック

・・・・社会社会社会社会実証実験実証実験実証実験実証実験

【【【【検討課題検討課題検討課題検討課題】】】】

特に身近な犯罪に絞って検討特に身近な犯罪に絞って検討特に身近な犯罪に絞って検討特に身近な犯罪に絞って検討

・街頭犯罪に対するＩＴ活用・街頭犯罪に対するＩＴ活用・街頭犯罪に対するＩＴ活用・街頭犯罪に対するＩＴ活用

・侵入犯罪に対するＩＴ活用・侵入犯罪に対するＩＴ活用・侵入犯罪に対するＩＴ活用・侵入犯罪に対するＩＴ活用

・子どもを対象とした犯罪に対・子どもを対象とした犯罪に対・子どもを対象とした犯罪に対・子どもを対象とした犯罪に対

するＩＴ活用するＩＴ活用するＩＴ活用するＩＴ活用
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加
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・
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安

の
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IIIITTTT活用活用活用活用

iDCiDCiDCiDCを拠点とした防犯情報発を拠点とした防犯情報発を拠点とした防犯情報発を拠点とした防犯情報発

信システム等信システム等信システム等信システム等

・防犯施策・防犯施策・防犯施策・防犯施策

・防犯活動・防犯活動・防犯活動・防犯活動

・府民活動・府民活動・府民活動・府民活動

・企業努力・企業努力・企業努力・企業努力

・防犯施策・防犯施策・防犯施策・防犯施策

・防犯活動・防犯活動・防犯活動・防犯活動

・府民活動・府民活動・府民活動・府民活動

・企業努力・企業努力・企業努力・企業努力

社会ニーズの社会ニーズの社会ニーズの社会ニーズの

高まり高まり高まり高まり

 

 

３．２３．２３．２３．２    体制体制体制体制    

 

大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会
大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会

大阪府

生活文化部 府民活動推進課

子ども青少年課

土木部交通道路室道路環境課

建築都市部 建築都市総務課

住宅まちづくり政策課

商工労働部 新産業課

教育委員会事務局教育振興室

学事課

保健体育課

公安委員会警察本部

生活安全部生活安全総務課

総務部 情報管理課

総務課

企画調整部 企画室 （事務局）

市町村

豊中市、高槻市、池田市

大阪府

生活文化部 府民活動推進課

子ども青少年課

土木部交通道路室道路環境課

建築都市部 建築都市総務課

住宅まちづくり政策課

商工労働部 新産業課

教育委員会事務局教育振興室

学事課

保健体育課

公安委員会警察本部

生活安全部生活安全総務課

総務部 情報管理課

総務課

企画調整部 企画室 （事務局）

市町村

豊中市、高槻市、池田市

民間事業者

（通信、セキュリティ、電器企業等）

松下電工株式会社

高千穂交易株式会社

ＴＯＡ株式会社

富士電機システムズ株式会社

関西電力株式会社

KDDI株式会社

株式会社 NTTドコモ関西

ITXイー・グローバレッジ株式会社

大阪ガスセキュリティサービス株式会社

株式会社 日立製作所

財団法人 京阪神ケーブルビジョン

株式会社 スマートバリュー

株式会社 ＮＡＪ

株式会社 富士通関西システムズ

特定非営利活動法人

日本ガーディアン・エンジェルス

民間事業者

（通信、セキュリティ、電器企業等）

松下電工株式会社

高千穂交易株式会社

ＴＯＡ株式会社

富士電機システムズ株式会社

関西電力株式会社

KDDI株式会社

株式会社 NTTドコモ関西

ITXイー・グローバレッジ株式会社

大阪ガスセキュリティサービス株式会社

株式会社 日立製作所

財団法人 京阪神ケーブルビジョン

株式会社 スマートバリュー

株式会社 ＮＡＪ

株式会社 富士通関西システムズ

特定非営利活動法人

日本ガーディアン・エンジェルス

学識者

関西学院大学大学院 教授

奥野 卓司 （座長）

大阪市立大学大学院 教授

中野 潔 （副座長）

東京大学大学院 研究員

樋村 恭一

月刊｢ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ｣ 発行人

天野 昭

関係団体

（財）関西情報・産業活性化センター

（協力）

学識者

関西学院大学大学院 教授

奥野 卓司 （座長）

大阪市立大学大学院 教授

中野 潔 （副座長）

東京大学大学院 研究員

樋村 恭一

月刊｢ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ｣ 発行人

天野 昭

関係団体

（財）関西情報・産業活性化センター

（協力）

【【【【行行行行 政政政政】】】】
【【【【行行行行 政政政政】】】】

【【【【学識者・関係機関学識者・関係機関学識者・関係機関学識者・関係機関】】】】
【【【【学識者・関係機関学識者・関係機関学識者・関係機関学識者・関係機関】】】】 【【【【民間・その他組織民間・その他組織民間・その他組織民間・その他組織】】】】

【【【【民間・その他組織民間・その他組織民間・その他組織民間・その他組織】】】】

 



- 56 - 

３．３３．３３．３３．３    ねらいねらいねらいねらい        

◆Ｉ◆Ｉ◆Ｉ◆ＩCCCCＴ活用による更なる安全・安心環境Ｔ活用による更なる安全・安心環境Ｔ活用による更なる安全・安心環境Ｔ活用による更なる安全・安心環境    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆安全・安心環境の実現にはまず身近な防犯から◆安全・安心環境の実現にはまず身近な防犯から◆安全・安心環境の実現にはまず身近な防犯から◆安全・安心環境の実現にはまず身近な防犯から    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆産学官のノウハウを相互共有した新たなモデル◆産学官のノウハウを相互共有した新たなモデル◆産学官のノウハウを相互共有した新たなモデル◆産学官のノウハウを相互共有した新たなモデル    

 

 

 

 

 

・「安全なまちづくり」に関するノウハウの共有・「安全なまちづくり」に関するノウハウの共有・「安全なまちづくり」に関するノウハウの共有・「安全なまちづくり」に関するノウハウの共有    

    ⇒⇒⇒⇒行政が持つ犯罪事例、傾向及び対策等の情報提供や民間事業者の持つサー行政が持つ犯罪事例、傾向及び対策等の情報提供や民間事業者の持つサー行政が持つ犯罪事例、傾向及び対策等の情報提供や民間事業者の持つサー行政が持つ犯罪事例、傾向及び対策等の情報提供や民間事業者の持つサー

ビス等の情報を共有し、安全・安心に関する情報交換を実施する。ビス等の情報を共有し、安全・安心に関する情報交換を実施する。ビス等の情報を共有し、安全・安心に関する情報交換を実施する。ビス等の情報を共有し、安全・安心に関する情報交換を実施する。    

・安全・安心ＩＣＴ活用モデルの研究・安全・安心ＩＣＴ活用モデルの研究・安全・安心ＩＣＴ活用モデルの研究・安全・安心ＩＣＴ活用モデルの研究    

    ⇒⇒⇒⇒府民に身近な防犯活動事例に着目し、各々の課題を解決した「安全まちづ府民に身近な防犯活動事例に着目し、各々の課題を解決した「安全まちづ府民に身近な防犯活動事例に着目し、各々の課題を解決した「安全まちづ府民に身近な防犯活動事例に着目し、各々の課題を解決した「安全まちづ

くりＩＣＴ活用モデル」を研究する。くりＩＣＴ活用モデル」を研究する。くりＩＣＴ活用モデル」を研究する。くりＩＣＴ活用モデル」を研究する。    

・安全・安心ＩＣＴ活用モデル実証実験の実施・検証・普及・安全・安心ＩＣＴ活用モデル実証実験の実施・検証・普及・安全・安心ＩＣＴ活用モデル実証実験の実施・検証・普及・安全・安心ＩＣＴ活用モデル実証実験の実施・検証・普及    

    ⇒府域での⇒府域での⇒府域での⇒府域での「安全まちづくりＩＣＴ活用モデル」の「安全まちづくりＩＣＴ活用モデル」の「安全まちづくりＩＣＴ活用モデル」の「安全まちづくりＩＣＴ活用モデル」の実証実験・検証と、大阪実証実験・検証と、大阪実証実験・検証と、大阪実証実験・検証と、大阪

モデルとして普及・展開を図る。モデルとして普及・展開を図る。モデルとして普及・展開を図る。モデルとして普及・展開を図る。    

・安全な防犯環境の実現をサポート・安全な防犯環境の実現をサポート・安全な防犯環境の実現をサポート・安全な防犯環境の実現をサポート    

    ⇒⇒⇒⇒ＩＣＴ活用による高度で安全・安心環境の実現を目指す。ＩＣＴ活用による高度で安全・安心環境の実現を目指す。ＩＣＴ活用による高度で安全・安心環境の実現を目指す。ＩＣＴ活用による高度で安全・安心環境の実現を目指す。    

・自主防犯に対する新たな意識改革を促進・自主防犯に対する新たな意識改革を促進・自主防犯に対する新たな意識改革を促進・自主防犯に対する新たな意識改革を促進    

    ⇒⇒⇒⇒ＩＣＴ活用による安全・安心環境作りは府民に「主体的に取り組む」といＩＣＴ活用による安全・安心環境作りは府民に「主体的に取り組む」といＩＣＴ活用による安全・安心環境作りは府民に「主体的に取り組む」といＩＣＴ活用による安全・安心環境作りは府民に「主体的に取り組む」とい

う、更なる防犯意識の高揚を目指す。う、更なる防犯意識の高揚を目指す。う、更なる防犯意識の高揚を目指す。う、更なる防犯意識の高揚を目指す。    

・大阪から新たな「安全なまちづくり」モデルの確立・大阪から新たな「安全なまちづくり」モデルの確立・大阪から新たな「安全なまちづくり」モデルの確立・大阪から新たな「安全なまちづくり」モデルの確立    

    ⇒⇒⇒⇒産学官のノウハウを相互共有し、新たな「安全まちづくりＩＣＴ活用モデ産学官のノウハウを相互共有し、新たな「安全まちづくりＩＣＴ活用モデ産学官のノウハウを相互共有し、新たな「安全まちづくりＩＣＴ活用モデ産学官のノウハウを相互共有し、新たな「安全まちづくりＩＣＴ活用モデ

ル」を確立し、大阪から全国へ情報発信・普及展開を目指す。ル」を確立し、大阪から全国へ情報発信・普及展開を目指す。ル」を確立し、大阪から全国へ情報発信・普及展開を目指す。ル」を確立し、大阪から全国へ情報発信・普及展開を目指す。    

 

・街頭犯罪への取組み・街頭犯罪への取組み・街頭犯罪への取組み・街頭犯罪への取組み    

    ⇒⇒⇒⇒ひったくりや車上狙い、自動車盗等街頭で発生犯罪に対するＩＣＴを活用ひったくりや車上狙い、自動車盗等街頭で発生犯罪に対するＩＣＴを活用ひったくりや車上狙い、自動車盗等街頭で発生犯罪に対するＩＣＴを活用ひったくりや車上狙い、自動車盗等街頭で発生犯罪に対するＩＣＴを活用

した防犯の取組みした防犯の取組みした防犯の取組みした防犯の取組み    

・侵入犯罪への取組み・侵入犯罪への取組み・侵入犯罪への取組み・侵入犯罪への取組み    

    ⇒⇒⇒⇒ピッキングやサムターン回し等巧妙化する侵入犯罪に対するＩＣＴを活用ピッキングやサムターン回し等巧妙化する侵入犯罪に対するＩＣＴを活用ピッキングやサムターン回し等巧妙化する侵入犯罪に対するＩＣＴを活用ピッキングやサムターン回し等巧妙化する侵入犯罪に対するＩＣＴを活用

した防犯の取組みした防犯の取組みした防犯の取組みした防犯の取組み    

・子どもを対象とする犯罪への取組み・子どもを対象とする犯罪への取組み・子どもを対象とする犯罪への取組み・子どもを対象とする犯罪への取組み    

    ⇒⇒⇒⇒通学途中や公園での連れ去り通学途中や公園での連れ去り通学途中や公園での連れ去り通学途中や公園での連れ去り等子どもを対象とする犯罪に対するＩＣＴを等子どもを対象とする犯罪に対するＩＣＴを等子どもを対象とする犯罪に対するＩＣＴを等子どもを対象とする犯罪に対するＩＣＴを

活用した防犯の取組み活用した防犯の取組み活用した防犯の取組み活用した防犯の取組み    

 



 

資料編 
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大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会メンバー大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会メンバー大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会メンバー大阪「安全なまちづくり」ＩＴ活用推進研究会メンバー    

 団体名 所属 役職 氏名 

座 長 関西学院大学大学院社会学研究科  教授 奥野 卓司 

副座長 大阪市立大学大学院創造都市研究科  教授 中野  潔 

学識者 東京大学大学院工学系研究科 都市工学専攻 都市情報・安全システム研究室 研究員 樋村 恭一 

 月刊「ニューメディア」   発行人 天野  昭 

自治体 大阪府 生活文化部府民活動推進課 課長補佐 二宮 良徳 

     総括主査 塩瀬 昌則 

   生活文化部子ども青少年課 主査 吉澤 美香 

   土木部交通道路室道路環境課    総括主査 佐藤 広章 

   建築都市部建築都市総務課 課長補佐 山添 光訓 

   建築都市部住宅まちづくり政策課 課長補佐 山下 久佳 

   商工労働部商工振興室新産業課 主査 山田 幸孝 

 大阪府教育委員会事務局 教育振興室学事課 指導主事 冨田 明徳 

   教育振興室保健体育課  指導主事 飯塚  剛 

 大阪府公安委員会警察本部 生活安全部生活安全総務課 課長補佐 宮崎 光一 

     課長補佐 溝渕 伸二 

     係長 鈴木 雄大 

   総務部情報管理課 課長補佐 山中 晃雄 

   総務部総務課 課長補佐 川筋 浩二 

     係長 柳谷 和広 

 豊中市 政策推進部情報政策課 係長 森山 幸雄 

 高槻市 総務部情報管理室 参事兼課長 木下 克己 

     副主幹 春海  明 

 池田市 ＩＴ政策課 課長 野村 靖仁 

民間等 松下電工株式会社 情報機器エンジニアリング綜合部 副理事 荒木 茂樹 

 株式会社 NAJ   代表取締役 宮野  渉 

 高千穂交易株式会社 大阪支店 支店次長 田口 秀勝 

 関西電力株式会社 グループ経営推進本部 情報通信事業戦略グループ 副長 浅野 雅史 

 大阪ガスセキュリティサービス株式会社 営業第二部 マネージャー 野口 善作 

 株式会社富士通関西システムズ 公企業ソリューション事業部 社会ソリューション部長 木下 清孝 

 富士電機システムズ株式会社 関西支社 第一営業総括部 部長 長尾 源承 

 ＴＯＡ株式会社 セキュリティネットワーク大阪営業所 所長 西岡  毅 

 株式会社 NTT ドコモ関西 ソリューション営業部 課長 坂谷 豊夫 

 KDDI 株式会社 モバイルソリューション関西支社 課長 八木 岳人 

 ITX イー・グローバレッジ株式会社 AD テクノロジー部 マネージャー 瀧澤  淳 

 株式会社 日立製作所 ソリューション総括本部 GL 主任技師 相模  太 

 財団法人 京阪神ケーブルビジョン 企画営業部 部長 中川  章 

 株式会社スマートバリュー    代表取締役 渋谷  順 

 特定非営利活動法人 日本ガーディアン・エンジェルス 西日本統括理事 理事 木谷 和宏 

事務局 大阪府 企画調整部企画室 副理事兼課長 浅野 幸治 

     課長補佐 春名 克俊 

     主任企画員 黒田 雅典 

     企画員 讃岐 光夫 

     企画員 工代 哲也 

協 力 財団法人 関西情報・産業活性化センター 調査事業部 研究員 石橋 裕基 
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